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いじめ予防授業 TRIPLE-CHANGE 
 

 いじめとは「該児童生徒が、一定の人間関係のある者から、心理的、 物理的な攻撃を受けたこと

により、精神的な苦痛を感じているもの」。 

 当然許されるものではないし、2中にいる誰にもいじめをする側にもされる側にもなってほしくな

い。小学校から実施しているこの TRIPLE-CHANGE の授業を通して、自分の考え方を見直した

り、周りに目を向けられる人になってほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

落ち着いた環境づくり  
 

 3組でいじめ予防授業を参観させてもらっていると、黒木先生が嬉しかったことがある、と話始め

られました。その日の SHR の時にロッカーの上に物が置いてあるのに気付いた黒木先生でしたが、

注意をせずともそれを察知して直してくれた人がいたこと、その仲間をサポートしてくれた人がい

たこと、最終的には本人も気づくことが出来たということがあったということでした。 

 みんなで過ごす教室だからこそ、お互いに思いやりをもって過ごせる場所にしたいよね。 

 そんな話を聞きながらロッカーの方に目をやると整然としたきれいな教室環境が目に入ってきま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 みんなは「ブロークンウィンドウ理論」というのは聞いたことがあるかな？ 

ブロークンウィンドウとは、文字通り「壊れた窓」のこと。「割れ窓理論」といったりもします。 

「建物の窓は壊れているのを放置すると、誰も注意を払っていないという象徴になり、

やがて他の窓もまもなく全て壊される。」という考え方からこの名前がつきました。 

  

つまり窓が割れているような環境なら「これくらいいか」

という思いが出てしまい、他の場所が汚れてきたり、他の

窓が割られたり、ルールを破ることへの抵抗も無くなって

しまう、ということ。これは社会でも実証されていて、海

外では地下鉄の環境整備をしたことで犯罪が85％も減っ

た、という事例もあるほどなんです。 

  

これって、教室や学校にも当てはまると思わない？ 

二学期になり、新しく生まれ変わった教室。きれいに使うことは出来ていますか？窓が割れてい

る、とまではいかなくても、整っていない場所はありませんか？ 

 そうした環境が乱れることが、落ち着かない雰囲気を作ってしまい、結果的にいじめが起こるよ

うな学校になってしまうかもしれない、と考えると怖いよね。 

 環境を整備するということは、これも一つのいじめ予防になりうることなんじゃないかな？ 

「手の届くことから変えていく」79期生らしくやっていきませんか？ 


